
石川県立看護大学共同研究講座ウェルビーイング看護学
〜在宅高齢者の幸福寿命延伸に向けて～

共同研究講座講師 幅大二郎（理学療法士）

2024年4月よりスタートした新しい共同研究講座
出資企業は株式会社モルテン

当講座が目指すゴール
高度な医療・介護ニーズを有する在宅療養者が最期まで尊厳をもって自立できる療養環境の提供

幸福寿命の延伸
（ウェルビーイングの実現）

平均寿命

健康寿命
人の支援がなく健康に暮らす期間

約10年

在宅介護を必要とせず、一人暮らしでも自立でき、人生において身体的
にも精神的にも社会的にも幸せを感じていられる期間

幸福寿命
延伸

（厚生労働省、簡易生命表より算出）

ロボット、AI・IoTによる訪問看護・介護の省力化、能登への実装

看護理工学に基づくセンサ群

ビッグデータ整備
AIによる異変の予兆検知
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病院・診療所

生活を支え安楽をもたらす
ロボティック チェア

自分の健康を
モニタリングする
バイオセンサ

自立

FMかほく月曜なるほどインタビュー（2025年3月17日）

詳しくは大学ホームページまで
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